
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
つ
い
て
の
当
面
す

る
闘
い
に
つ
い
て
、
闘
争
団
・
支
援
共
闘

と
共
に
、
五
月
・
六
月
と
『
四
者
・
四
団

体
』
に
よ
る
共
同
行
動
の
前
進
、
『
地
方

議
会
意
見
書
』
採
択
、
一
万
人
ア
ピ
ー
ル

運
動
、
連
帯
カ
ン
パ
箱
な
ど
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
地
元
国
会
議
員
対
策
を
継
続
強
化
す

る
。
②
八
月
〜
一
〇
月
の
間
に
、
一
県
一

箇
所
〜
集
会
を
開
催
す
る
。
（
新
潟
地
本

は
一
〇
月
下
旬
を
予
定
）
③
運
輸
局
に
対

し
、
安
全
問
題
等
と
関
連
さ
せ
な
が
ら

早
期
解
決
を
求
め
る
要
請
行
動
を
実
施
す

る
。
④
政
党
・
労
働
団
体
・
マ
ス
コ
ミ
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
対
す
る
働
き
か

け
を
強
め
、
政
治
解
決
環
境
を
高
め
る
取

り
組
み
。
⑤
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七
次
勧
告
を
、
政

治
解
決
に
活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
を
強

め
次
期
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
・
総
会
に
む
け
た

対
策
を
強
化
す
る
。
⑥
地
方
自
治
体
意
見

書
採
択
運
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。
⑦
大

衆
行
動
に
つ
い
て
は
、
九
月
の
臨
時
国
会

（
予
定
）
に
向
け
、
中
央
行
動
を
展
開
す

る
。
十
一
月
段
階
で
大
規
模
な
中
央
集
会

を
開
催
す
る
。

今
年
は
梅
雨
明
け
宣
言
が
八
月
に
づ
れ

込
み
ま
し
た
。
雪
の
量
が
例
年
よ
り
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
雨
の
量
は
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

八
月
に
入
り
猛
暑
が
続
き
ま
す
。
中
越

沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
は
大
変
な
状

況
で
、
こ
の
猛
暑
の
夏
を
過
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
央
本
部
の
執
行
体
制
が
決
定
し
具
体

的
な
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
国
鉄
闘
争

を
早
急
に
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
全
組

合
員
の
総
団
結
で
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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〇９月１３日『ラム肉を食する会』

１８時から 下越事務所

〇９月２９日『第５９回定期地方大会』

１０時から 新潟市『新潟会館』

〇１０月１３日『地本団結ハイク』

場所は後日連絡します

〇１０月２７日『1,047名の全面解決めぜす県集会』

年末集会・詳細は後日連絡します

〇１１月３０日『四者四団体による大集会』

東京・日比谷野音

●９月臨時国会に向けた中央行動・９月議会意見書採択の取

り組み。など行動が計画されています。



Ｎ
Ｋ
山
の
会
で
は

七
月
三
〇
日
か
ら
八

月
二
日
（
予
備
日
八

月
三
日
）
に
か
け
て

＝
折
立
・
太
郎
平
・

北
ノ
俣
岳
・
黒
部
五

郎
岳
鷲
羽
岳
・
水
晶

岳
雲
ノ
平
・
折
立
＝

を
縦
走
し
ま
し
た
。

★
リ
ー
ダ
ー
・
野

村
正
三
★
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
・
坂
井
健
郎

●
記
録
係
・
大
湊
茂

〇
会
計
係
・
石
津
淳

二〇
風
間
武
・
田
沢
忍

長
沢
浩
之
・
小
野
寺

藤
雄
・
樋
口
先
子
。

第
一
日
目
（
七
月
三
十

日
）
新
潟
・
新
津
↓
栄
Ｓ

Ａ
↓
立
山
Ｉ
Ｃ
↓
Ｊ
Ｒ
有

峰
口
↓
折
立
（
１
３
５
０

ｍ
）
↓
三
角
点
（
１
８
７

０
ｍ
）
↓
五
項
岩
ベ
ン
チ

↓
太
郎
平
小
屋
（
２
３
０

０
ｍ
）

第
二
日
目
（
七
月
三
十

一
日
）
太
郎
平
小
屋
↓
太

郎
山
↓
（
２
３
７
３
ｍ
）
↓

神
岡
新
道
分
岐
点
↓
北
ノ
俣

岳
（
２
６
６
１
ｍ
）
↓
赤
木

岳
（
２
６
２
２
ｍ
）
↓
中
俣

乗
越
↓
黒
部
五
郎
岳
（
２
８

４
０
ｍ
）
↓
黒
部
五
郎
小
屋

（
２
３
５
０
ｍ
）
↓
黒
部
乗

越
↓
三
俣
蓮
華
岳
（
２
８
４

１
ｍ
）
↓
三
俣
荘
（
２
５
５

０
ｍ
）

第
三
日
目
（
八
月
一
日
）
三
俣
荘
↓
鷲

羽
岳
（
２
９
２
４
・
１
ｍ
）
↓
ワ
リ
モ
北

分
岐
点
（
２
８
４
１
ｍ
）
↓
水
晶
小
屋

（
２
９
０
０
ｍ
）
↓
水
晶
岳
（
２
９
８
６

ｍ
）
↓
水
晶
小
屋
（
２
９
０
０
ｍ
）
ワ
リ

モ
北
分
岐
↓
祖
父
岳
（
２
８
２
５
ｍ
）
↓

分
岐
点
↓
雷
岩
（
ス
イ
ス
庭
園
）
↓
雲
ノ

平
山
荘
（
２
５
０
０
ｍ
）
↓
祖
母
岳

第
四
日
目
（
八
月
二
日
）
雲
ノ
平
山
荘

↓
ア
ラ
ス
カ
庭
園
（
２
４
６
３
・
９
ｍ
）

↓
木
道
末
端
↓
薬
師
沢
小
屋
（
１
９
０
０

ｍ
）
↓
左
俣
出
合
↓
太
郎
平
小
屋
（
２
３

０
０
ｍ
）
↓
五
項
岩
ベ
ン
チ
↓
三
角
点
↓

折
立
（
１
３
５
０
ｍ
）
↓
白
樺
ハ
イ
ツ
。
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今回、リーダーの野村さんにいろい

ろお話をうかがいました。

今年の夏山登山は３年間温め続けて

きた計画で、2005年は太郎平小屋まで

来たが、台風で断念。昨年は、なかな

か梅雨が明けずに大雨のため断念しま

した。

今年は、また断念しなければならな

いのかと思いました。中越沖地震で柏

崎地域のみなさんに申し訳ないが決行

することにしました。

全行程、天候は晴れて良かったそう

です。少し気温が低く寒かったそうで

すが、写真からも楽しい雰囲気が感じ

られます。花は満開でとても綺麗だっ

たそうです。

今回の『雲ノ平山行』の全日程につ

いて、野村さんが詳しくまとめていま

す。写真もあり縦走の状況がわかりま

す。完成しましたら『国鉄新潟』で特

集する予定です。


